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イ
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け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較

太　
　

田　
　

和　
　

男

は
じ
め
に

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
本
論
で
は
、
主
に
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
指
す
）
の
有
効
性
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
効
果
の
視
点
か

ら
研
究
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
最
も
有
効
か
つ
実
現
性
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
。

キ
ャ
リ
ア
開
発
（
1
）

貢
献
度
に
着
目
し
た
判
断
を
、
大
学
観
光
系
学
部
、
観
光
系
企
業
、
実
習
学
生
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
お
け
る
文
系
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
対
比
し
つ
つ
、
日
米
を
中
心
と
す
る
国
際
比
較
に
よ
り
行

う
。
本
研
究
に
よ
り
、
最
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
効
果
が
高
く
、
観
光
企
業
、
観
光
系
学
部
に
有
効
と
み
ら
れ
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

導
出
し
、
そ
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
三
側
面
に
つ
い
て
の
国
際
比
較
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
標
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

第
一
に
は
、
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、
自
己
実
現
へ
の
寄
与
度
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
か
否
か
を
、
実
習
期
間
、
必

論　

説

一
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修
制
・
選
択
制
の
別
に
よ
り
判
断
す
る
。

第
二
に
は
、
観
光
企
業
が
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
い
う
視
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
か
否
か
を
、
採
用
責
任
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
の
採
用
率
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
の
有
無
に
よ
る
採
用
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
比
較

か
ら
検
証
す
る
。

第
三
に
は
、
観
光
業
務
は
、
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
総
合
職
に
比
べ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
の
必
要
性
が
高
い
の
か
否
か
に
つ
い

て
考
察
し
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

本
来
的
に
、
観
光
業
で
は
米
国
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
専
門
的
」
な
座
学
に
よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
第
一
線
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
修
得
効
果
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
顧
客
満
足
を
与
え
る
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
を
具
現
化
す
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
で
も
理
系
が
そ
の
「
高
度
専
門
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
即
戦
力
」
を
要
請
さ
れ
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
と
し
て
い
る
こ
と
と
同
様
の
必
要
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
理
系
学
科
、
観
光
系
学
科
卒
業
生
に
要
請
さ

れ
る
共
通
の
能
力
水
準
は
、
専
門
性
に
裏
付
け
ら
れ
る
顕
在
的
な
即
戦
力
の
保
有
で
あ
る
。

顧
客
対
応
時
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
適
応
能
力
を
強
く
求
め
ら
れ
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
専
門
能

力
修
得
を
目
的
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
、
す
な
わ
ち
米
国
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
が
要
請
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
の
文
系
総
合
職
に
は
、
専
門
能
力
で
は
な
く
潜
在
能
力
評
価
を
評
価
し
、
就
職
後
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

や
企
業
内
の
知
の
伝
承
と
い
う
社
内
教
育
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
す
す
め
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
の
文
系
総
合
職
が
参

加
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
進
路
決
定
を
主
目
的
と
す
る
就
業
体
験
型
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
型
）
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

二
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光
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1
．
研
究
目
的
と
仮
説

本
論
の
研
究
課
題
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
果
た
し
て
い
る
機
能
に
つ
い
て
、
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社

な
ど
観
光
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
人
材
を
供
給
で
き
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
深
堀
り
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
そ
の
秀
逸
な
モ

デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

研
究
方
法
は
、
観
光
先
進
国
で
あ
る
欧
米
、
特
に
米
国
の
ホ
テ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
で

の
取
り
組
み
、
観
光
企
業
（
特
に
ホ
テ
ル
）
の
取
り
組
み
姿
勢
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

の
比
較
の
三
点
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
の
関
連
に
着
目
し
て
、
先
行
研
究
の
知
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

よ
る
実
態
認
識
を
国
際
比
較
的
視
点
か
ら
統
合
、
解
釈
す
る
。

本
研
究
を
通
し
て
、
わ
が
国
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
効
果
を
高
め
、
観
光
企
業
の
人
材
育
成
・
人
材
供
給
源
と

し
て
、
観
光
業
志
望
人
材
の
自
己
実
現
努
力
を
支
援
す
る
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
迫
り
た
い
と
考
え
る
。
秀
逸
な
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
こ
と
が
最
上
位
の
命
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
研
究
課
題
に
こ
た
え
る
た
め
、
次
の
三
つ
の
仮
説
を
置
く
。

第
一
の
仮
説
は
、
日
米
の
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
位
置
づ
け
の
差
異
が
、
就
職
に
お
け
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
評

価
に
決
定
的
と
も
い
え
る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国
の
観
光
系
大
学
学
部
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
キ
ャ
リ
ア
開
発

の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
就
業
体
験
）
と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
が
彼

我
の
就
職
決
定
力
の
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

三
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米
国
の
観
光
系
学
部
で
は
、
専
門
能
力
を
修
得
さ
せ
て
学
生
を
送
り
だ
す
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
長
期
の
必
修
科
目
と
し
て

い
る
。
米
国
の
大
学
の
場
合
、
学
卒
者
を
専
門
分
野
の
能
力
保
持
者
と
し
て
と
ら
え
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
他
の
座
学
の
科
目
と
共
に
、

職
場
へ
の
重
要
な
接
続
課
程
と
し
て
対
応
す
る
。
そ
の
結
果
、
実
習
経
験
学
生
の
実
習
業
界
へ
の
就
職
決
定
率
が
二
〜
四
割
と
高
い
。

こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
観
光
系
学
部
で
は
実
習
を
就
業
体
験
に
よ
る
進
路
明
確
化
の
手
段
と
し
て
認
識
す
る
に
と
ど
ま
り
、
キ
ャ
リ

ア
開
発
の
中
核
と
考
え
な
い
た
め
、
短
期
の
選
択
制
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
直
接
的
な
就
職
候
補
先
と
し
て
は
考
え
な
い
。

第
二
の
仮
説
は
、
受
け
入
れ
機
関
で
あ
る
観
光
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
米
国
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
優
秀
な
人
材
登
用
の
入
り
口
で
あ
り
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環
と
位
置
付
け
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
観
光
企
業
で
は
人

材
開
発
と
は
切
り
離
し
て
、
単
に
就
業
体
験
の
場
と
し
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
専
門
の
即
戦
力
獲
得
を
め
ざ
し
、
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
そ
の
重
要
な
場
と
位
置
づ
け
る
欧
米
に
対
し
、
わ
が
国
の
ホ
テ
ル
な
ど
の
観
光
企
業
は
、
実
習
を
ほ
と
ん
ど
評
価
し
な

い
。
こ
の
た
め
、
学
生
自
身
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
直
接
的
な
就
職
先
対
象
先
と
は
み
な
さ
な
い
で
、
進
路
決
定
の
さ
い
の
有
力
な

情
報
源
、
あ
る
い
は
就
業
体
験
の
場
と
受
け
止
め
て
い
る
。

第
三
の
仮
説
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
総
合
職
志
望
の
文
系
学
生
に
よ
る
一
般
企
業
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
就
業

体
験
（
以
後
、
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
就
業
体
験
と
い
う
）
に
比
べ
て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
体
現
す
る
専
門
性
が
濃
い
の
で
、
就

職
後
の
即
戦
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
長
期
・
必
修
型
実
習
が
必
然
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
そ
う
な
ら
な

い
の
は
、
3
│
2
⑸
で
述
ベ
る
通
り
一
括
採
用
シ
ス
テ
ム
と
い
う
雇
用
慣
行
の
た
め
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
単
な
る
就
業
体
験
と

さ
れ
、
採
用
の
際
の
参
考
指
標
に
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
論
文
の
結
論
と
し
て
は
、
仮
説
一
か
ら
仮
説
三
ま
で
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
り
お
お
む

四
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ね
検
証
し
え
た
と
考
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
観
光
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
充
実
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
観
光
分
野
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
顕
在
的
能
力
を
教
育
手
段
と
し
て
の
一
翼
を
担
い
う
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導

入
を
提
案
す
る
た
め
の
研
究
基
盤
は
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

仮
説
の
検
証
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
先
ず
、
わ
が
国
観
光
業
界
を
巡
る
環
境
は
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の

急
増
、
外
資
系
巨
大
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
急
テ
ン
ポ
で
の
本
邦
進
出
と
い
う
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
人
材
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
い
で
そ
の
結
果
、
国
内
に
お
い
て
も
外
資
系
ホ
テ
ル
を
中
心
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
の
雇
用
比
率
が
一
般
企
業
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
観
光
系

学
部
・
学
科
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
認
識
も
、
欧
米
型
の
出
口
志
向
に
シ
フ
ト
す
る
兆
し
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
国
内

大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
認
識
が
、
新
卒
一
括
採
用
に
よ
る
面
接
重
視
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
重
視
、
専
門
的
ス
キ
ル
の
無

視
、
潜
在
力
重
視
な
ど
を
背
景
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
容
易
に
、
長
期
必
修
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
、
即
戦
力
志
向
に
切
り
か
わ
る
わ
け

で
は
な
い
。

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
就
職
に
結
び
付
く
割
合
は
、
米
国
に
比
べ
著
し
く
低
い
も
の
の
、
文
系
の
就
業
体
験
型
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
よ
り
は
や
や
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
終
身
雇
用
、
新
卒
一
括
採
用
、
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
校
制
と
い
う
潜
在
力

重
視
の
わ
が
国
の
雇
用
環
境
は
、
即
戦
力
重
視
の
欧
米
と
の
差
異
が
際
立
っ
て
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
本
邦
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
大
潮
流
の
中
で
、
欧
米
型
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
型
に
接
近
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
歩
み
は
緩
慢
な
も
の
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
三
六
）

2
．
研
究
方
法

本
調
査
研
究
は
、
科
研
費
に
よ
る
「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
及
ぼ
す
効
果
」
の
課
題
の
下
に
、
太
田
和
男
（
武

蔵
野
学
院
大
学
）、
那
須
幸
雄
（
文
教
大
学
）、
千
葉
隆
一
（
文
京
学
院
大
学
）、
渡
辺
昇
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）
の
四
名
に
よ
る
チ
ー
ム
が
共
同

研
究
と
し
て
実
施
し
て
い
る
（
2
）

。

研
究
方
法
は
、
以
下
に
述
べ
る
通
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
日
米
独
英
の
観
光
系
大
学
学
部
、
観
光
系
学
生
、

観
光
企
業
（
ホ
テ
ル
）
に
対
し
て
実
施
し
、
新
た
に
得
た
知
見
を
先
行
研
究
な
ど
と
と
も
に
統
合
し
、
解
釈
す
る
国
際
比
較
と
し
た
（
3
）

。

二
〇
一
一
年
八
月
、
米
国
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
ハ
ワ
イ

大
学
、
二
〇
一
三
年
に
は
ネ
バ
ダ
大
学
の
観
光
系
学
部
教
職
員
や
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
そ
の
際
、
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
大
学
で
は
大
学
生
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
三
六
票
の
回
答
、
う
ち
三
〇
票
の
有
効
回
答
を
得
た
。
次
い
で
、

二
〇
一
二
年
五
月
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
日
本
の
ホ
テ
ル
宛
に
合
計
三
〇
五
票
発
送
し
て
、
四
九
票

の
回
収
、
米
国
の
ホ
テ
ル
に
二
七
七
票
発
送
し
て
二
〇
票
の
回
収
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
米
国
観
光
系
学
部
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
二
〇
一
一

年
に
、
米
国
の
三
つ
の
ホ
テ
ル
の
人
事
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
独
逸
の
五
大
学
、

一
〇
ホ
テ
ル
、
一
旅
行
社
、
一
航
空
会
社
、
英
国
の
二
ホ
テ
ル
、
一
旅
行
社
、
一
航
空
会
社
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し

た
。
日
米
独
英
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
先
行
研
究
と
統
合
し
て
、
研
究
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
と
し
た
（
太
田
、
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
（
4
）

）（
太
田
・
千
葉
・
那
須
、
二
〇
一
三
（
5
）

）。
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
三
七
）

仮
説
検
証
の
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
解
釈
と
合
わ
せ
て
先
行
研
究
を
検
証
し
、
米
国
観

光
系
学
部
に
お
け
る
教
員
お
よ
び
ホ
テ
ル
の
人
事
担
当
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
が
、

そ
れ
ら
の
内
容
の
一
部
は
太
田
（
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
）
が
す
で
に
報
告
済
み
で
あ
る
。

3
．
調
査
と
先
行
研
究
に
よ
る
仮
説
の
検
証

3
│
1
．
仮
説
一 　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
を
重
視
す
る
米
国
の
大

学
に
対
し
、
国
内
観
光
学
部
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
就
業
体
験
）
を
重

視
す
る
と
考
え
る
仮
説
の
検
証

⑴　

欧
米
の
必
修
制
、
長
期
型
と
わ
が
国
の
選
択
制
、
短
期
型
に
見
る
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景

大
学
観
光
学
部
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
目
指
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

他
の
条
件
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
実
習
が
必
修
制
か
否
か
、
長
期
型
で
あ
る
か
否
か
に
表
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
必
修
制
か
つ
長
期
型
で

な
け
れ
ば
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
専
門
性
の
高
い
能
力
の
養
成
と
い
う
目

的
を
十
分
に
は
達
成
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
き
わ
め
て
効
果
的
と
し
て
重
視
す
る
米
国
の
場

合
に
は
、
表
1
に
見
る
通
り
、
大
学
の
観
光
系
学
部
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
す
べ
て
必
修

と
し
て
い
る
。

表－ 1　米国大学観光学部のインターンシップ
大学観光学部 必修・選択 実習年次 単　位 実習期間

セントラルフロリダ大学
ホスピタリティ経営学部

必修
（有給が条件）

1． 2．
3． 4年

3単位
＝ 1単位× 3回

（ 1単位＝400時間）
800時間～1000時間

コーネル大学ホテル経営校 必修 1． 2．
3． 4年

2単位以上
（ 1単位＝400時間） 最低800時間

ヒューストン大学コンラッ
ドN．ヒルトンホテルレス
トラン経営校

必修 2単位
選択 2単位

1． 2．
3． 4年

3単位
＝ 1単位× 3回

有給200時間＋
無給90～200時間

ネバダ大学
ホテル経営学部 必修 3年 3単位 有給200時間＋

無給90～120時間
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
三
八
）

わ
が
国
で
は
、
観
光
系
学
部
で
あ
っ
て
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
。

そ
れ
は
、
国
内
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
（
就
業
体
験
）
型
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
の
米

国
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。
国
内
観
光
系
学
部
で
も
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
と
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
の
は
、
入
学
時
に
必
修

を
承
知
し
て
い
て
も
、
志
望
先
企
業
が
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
忌
避
す
る
学
生
が
あ
ら
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

わ
が
国
の
学
生
の
進
路
を
決
定
す
る
時
期
は
、
新
卒
一
括
採
用
に
よ
り
、

志
望
業
種
を
決
め
る
必
要
性
の
う
す
い
総
合
職
採
用
が
主
体
に
な
る
た
め
、

お
お
む
ね
大
学
三
年
生
ご
ろ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
学
生
が
そ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
で
、
進
路
を
明
確
に
す
る
た
め
の
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
も
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
就

業
体
験
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
型
中
心
に
な
っ
て
く
る
。

も
っ
と
も
、
国
内
観
光
系
学
部
に
入
学
す
る
学
生
は
、
観
光
業
界
を
少

な
く
と
も
一
進
路
と
し
て
考
慮
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
決

意
の
あ
り
よ
う
は
柔
軟
で
あ
る
か
ら
、
大
学
観
光
系
学
科
が
ポ
リ
シ
ー
と

図－ 1　観光インターンシップ期間の日米比較（％）

（注）　日本はホテル・アンケート、米国は学生アンケートによる。
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
三
九
）

し
て
、
ホ
テ
ル
従
業
員
や
Ｃ
Ａ
な
ど
特
定
の
専
門
業
種
の
能
力
要
請
に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
。
観
光
業
分
野
の
専
門
能
力
養
成
は
、
わ
が
国
で
は
専
門
学
校
に
任
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ホ
テ
ル
従
業
員
な
ど
特
定
業
種
へ
の
就
職
を
決
意
し
て
観
光
系
学
科
に
入
学
す
る
学
生
の
多
い
米
国
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
含
め
て
卒
業
ま
で
に
専
門
能
力
を
習
得
さ
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
す
る
。
米
国
の
観
光
系
学
部
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
必
修
制
・
長
期
制
に
で
き
る
主
因
は
、
一
五
歳
ま
で
に
は
、
進
路
を
明
確
に
決
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
6
）

。

米
国
観
光
系
学
部
の
実
習
期
間
は
、
最
低
三
〇
〇
時
間
以
上
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
時
間
ま
で
認
め
る
場
合
も
あ
る
。
三
〇
〇
時
間
は
週

四
〇
時
間
労
働
と
す
れ
ば
二
か
月
弱
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
時
間
と
な
れ
ば
、
六
か
月
超
に
達
す
る
。
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

期
間
が
二
週
間
程
度
と
な
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
わ
が
国
で
は
就
業
体
験
型
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
米
国
は
採
用
直
結
型
で
あ
る
た
め
、
大
学

も
そ
の
環
境
に
対
応
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
長
期
必
修
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
長
期
に
な
る
ほ
ど
、
実
習
生
の
観
光
業
へ
の
適
性
の
有
無
や
、
学
習
が
必
要
な
方
向
な
ど
を
明
確
に
す
る

機
能
を
有
す
る
。

⑵　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
就
職
直
結
と
な
っ
て
い
る
度
合

平
岡
（
二
〇
〇
五
）
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
就
職
の
関
係
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
の
「
北
海
道
ホ
テ
ル
業
界
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
に
関
す
る
研
究
」
で
報
告
し
て
い
る
。
同
研
究
は
、
北
海
道
の
九
ホ
テ
ル
の
従
業
員
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

こ
れ
を
回
析
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
た
（
7
）

。
次
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第
五
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
四
〇
）

に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
企
業
に
対
す
る
貢
献
で
は
、
実
習
生
に
お
け
る
「
業
務
適
性
の
把
握
」
が
最
大
の
利
点
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
平
岡
（
二
〇
〇
五
）
は
こ
の
結
果
を
受
け
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
ホ
テ
ル
業
界
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
採
用
活
動
の
一
環
と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
参
加
学
生
は
卒
業
後
に
ホ
テ
ル
へ
の
就
職
を
意
識
す
る
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
選
考
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

平
岡
の
指
摘
は
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
国
で
も
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
観
光
企
業
に
就
職
す
る
際
の
重
要
な
切
り

札
と
な
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

実
際
、
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
就
職
直
結
率
は
、
他
産
業
比
で
は
わ
ず
か
に
優
位
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
米
国
比
で
は
か
な
り
の
低
水
準
で
あ
る
。

米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
就
職
と
日
本
の
そ
れ
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、
前
述
の
太
田

（
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
）
が
あ
る
。
同
研
究
で
は
、
米
国
の
大
学
観
光
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
長
期
必
修
型
で
あ
り
、
実
習
未

経
験
者
に
比
べ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
へ
の
就
職
や
就
職
活
動
全
般
に
有
利
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

米
国
の
場
合
、
観
光
業
へ
の
就
職
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
い
わ
ば
不
可
欠
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
①
観
光
系
学
部
が
い
ず

れ
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
さ
ら
に
は
、
採
用
者
の
う
ち
に
占
め
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
が
未
経
験

者
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
（
図
2
）。

こ
こ
で
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
就
職
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
太
田
・
那
須
・
千
葉
が
二
〇
一
二
年
度
、
二
〇
一
三
年
度
に
実
施

し
た
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
り
、
考
察
す
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
①
国
内
ホ
テ
ル
、
②
海

外
ホ
テ
ル
、
③
米
欧
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
学
生
に
対
し
て
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
四
一
）

米
国
で
は
、「
採
用
者
の
う
ち
に
占
め
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
は

ゼ
ロ
」
と
回
答
し
た
ホ
テ
ル
が
一
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は

四
三
％
に
達
し
て
い
る
（
図
2
）。
明
ら
か
に
ホ
テ
ル
業
に
お
け
る
就
職
直

結
度
は
米
国
で
高
い
。
こ
の
よ
う
に
米
国
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
就
職
直

結
度
が
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
高
い
理
由
は
何
か
。

第
一
の
要
因
と
し
て
は
、
米
国
の
ホ
テ
ル
は
、
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
経
験
者
を
即
戦
力
と
し
て
評
価
し
、
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
二
に
は
、
米
国
の
観
光
系
学
部
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
就
職
、
ま

た
は
進
路
確
定
の
た
め
と
明
確
に
決
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

⑶　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
を
採
用
す
る
理
由

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
経
験
者
を
採
用
す
る
理
由
と
し
て
は
、
米
国
で

は
、「
宿
泊
業
務
へ
の
基
本
的
理
解
」
を
あ
げ
る
ホ
テ
ル
が
八
三
％
に
達
し
、

次
い
で
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
解
」
が
六
一
％
、「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
の
理
解
」
四
四
％
と
続
い
て
い
る
（
図
3
）。
国

内
の
ホ
テ
ル
で
は
、「
宿
泊
業
務
へ
の
基
本
的
理
解
」
を
あ
げ
る
も
の
が

四
四
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
業
務
経
験
者
と
し
て
安
心
で
き
る
」
が

図－ 2　ホテルの採用時に占めるインターン経験者の割合（2011～2012年）（％）
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五
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四
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（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
四
二
）

一
九
％
で
あ
る
。
複
数
回
答
可
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
邦
ホ
テ

ル
で
採
用
理
由
に
つ
い
て
回
答
す
る
ケ
ー
ス
が
全
体
と
し
て
少
な
い
の
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
採
用
時
に
ほ
と
ん
ど
評
価
し
て
い
な
い
た
め
と

い
え
よ
う
。
一
方
、
米
国
の
ホ
テ
ル
が
、
全
項
目
で
、
わ
が
国
ホ
テ
ル
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
最
大
の
採
用
要

因
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

大
学
・
企
業
と
も
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
形
式
的
に
行
う
の
み
で
、

潜
在
能
力
重
視
、
ブ
ラ
ン
ド
重
視
で
の
採
用
を
実
施
す
る
本
邦
観
光
企
業
と
、

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
に
よ
り
、
顕
在
能
力
、
顕
在
適
性
を
明
確
に

把
握
し
て
採
用
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
お
こ
な
い
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ

る
米
国
観
光
企
業
と
で
は
、
採
用
理
由
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

3
│
2
．
仮
説
二 　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環
と
位

置
付
け
る
米
国
観
光
企
業
に
対
し
、
わ
が
国
観
光
企
業

に
は
そ
の
意
識
が
全
く
な
い
と
す
る
仮
説
の
検
証

⑴　

観
光
企
業
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
配
属
先

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
米
国
の
三
か
所
の
ホ
テ
ル
の
採
用
担
当

図－ 3　ホテルにおいて実習経験者を優先採用する理由（％）　複数回答

一
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
四
三
）

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
ホ
テ
ル
の
人
材
の
キ
ャ

リ
ア
開
発
の
一
環
と
し
て
考
え
て
い
る
と
い
う

回
答
を
得
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
実
習
時
の
配
属
先
を
み
る
と
、
米
国
で
は
管

理
部
門
に
八
六
％
配
属
し
、
下
級
管
理
者
と
し

て
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

の
適
性
を
み
る
と
同
時
に
、
即
戦
力
養
成
を
推

進
す
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
資
す
る
姿
勢

が
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は

九
九
％
が
、
単
純
労
働
分
野
で
あ
る
料
理
飲
食

部
門
に
配
属
し
て
い
る
（
表
2
）。

次
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
業
務
内
容

の
位
置
づ
け
を
、「
業
務
内
容
の
責
任
度
合
」

か
ら
み
る
と
配
属
の
意
味
が
一
層
明
確
に
な
る

（
図
4
）。
米
国
で
は
、「
社
員
と
同
じ
業
務
」

表－ 2　インターンシップ実習生の配属先（％）　複数回答

日本（Ｎ＝36） 米国（Ｎ＝14）

その他 6 29

管理 15 86

客室 42 43

調理・料飲 99 57

フロント・ベル 64 36

（注）　管理は、企画、営業・情報、総務・広報、人事・経理の合計。

図－ 4　インターンシップ生の業務内容の責任度合（％）　複数回答
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）

（
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）

及
び
「
社
員
に
同
行
・
同
席
」
と
い
う
社
員
と
同
等
の
責
務
を
あ
た
え
ら
れ
る
割
合
が
高
い
の
に
対

し
、
わ
が
国
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
同
じ
業
務
、
社
員
の
補
助
業
務
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
業
務
責
任
度
の
差
異
は
、
大
学
観
光
学
部
の
教
育
内
容
を
か
な

り
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

実
習
に
人
材
開
発
の
一
環
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
あ
た
え
て
い
る
か
否
か
の
傍
証
は
、
次
の
事
実

か
ら
も
得
ら
れ
る
。

先
ず
、
実
習
生
受
け
入
れ
理
由
に
つ
い
て
、
米
国
で
は
「
よ
い
人
材
の
採
用
に
有
利
」
が
最
多
の

五
九
％
に
達
し
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
、
そ
れ
は
二
八
％
に
と
ど
ま
り
、「
社
会
貢
献
」

が
六
九
％
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
（
表
3
）。
次
に
、
実
習
生
に
課
す
業
務
内
容
が
、
米
国
で
は
、

「
社
員
と
同
じ
業
務
（
企
画
・
営
業
・
情
報
・
総
務
・
人
事
・
経
理
・
広
報
・
客
室
・
調
理
・
料
飲
・
フ
ロ
ン

ト
・
ベ
ル
な
ど
全
般
）」
が
四
三
％
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
一
七
％
に
と
ど
ま
り
、

「
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
と
同
じ
業
務
」
と
い
う
単
純
業
務
（
調
理
・
料
飲
な
ど
）
が
五
八
％
を
占
め

て
い
る
（
図
4
）。
ち
な
み
に
「
実
習
生
に
求
め
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
米
国
で
は
最
多
が
「
専

門
的
能
力
」
五
三
％
、
次
い
で
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
イ
ン
ド
」
四
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
は
、「
積
極
性
」
が
最
多
の
八
一
％
、
次
い
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
（
接
客
適
性
）」
が
五
八
％

と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
実
習
修
了
者
に
対
す
る
期
待
能
力
の
差
異
を
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ホ
テ
ル
実
習
修
了
者
に
は
、
米
国
で
は
専
門
分
野
に
お
け
る
即
戦
力
を
要
求
す
る
の
に
対
し
、
わ
が

表－ 3　インターンシップ実習生の受け入れ理由（％）

日本（Ｎ＝36） 米国（Ｎ＝17）

良い人材の採用に有利 28 59

社会貢献 69 0

社員の活性化 33 18

労働力の確保 14 24

企業名の認知度を高める 8 18

その他 6 18
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
四
五
）

国
で
は
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
業
務
へ
の
汎
用
性
の
あ
る
適
応
能
力
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
実
習
修
了
者
に
対
す
る
期
待
能
力
の
差
異
は
、
当
然
に
実
習
期
間

の
差
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
。
専
門
能
力
の
修
得
に
は
長
期
実
習
が
必
要
で
あ
る
し
、

汎
用
的
な
適
応
能
力
で
あ
れ
ば
短
期
で
十
分
と
な
る
。

⑵　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果

観
光
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果
に
つ
い
て
の
見
方
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
欧
米
企
業
で
は
「
宿
泊
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
が
四
一
％
と
最
も
多
く
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
へ
の
就
職
に
有
利
」
が
三
五
％
で
続
い
て
い
る
（
図
5
）。

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
採
用
の
前
提
、
ひ
い
て
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
、「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
」、「
進
路
の
明
確
化
」
が
そ
れ
ぞ

れ
六
四
％
で
最
多
で
あ
る
の
に
対
し
、「
就
職
に
有
利
」、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先

へ
の
就
職
に
有
利
」
は
そ
れ
ぞ
れ
一
六
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
就
業
体
験
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

米
国
で
の
調
査
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
は
離
職
率
の
引
き
下
げ
、
す

図－ 5　インターンシップの効果（％）　複数回答
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な
わ
ち
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
（
定
着
率
）
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
習
経
験
者
の
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
率
は
、
未
経
験
者
に
比
べ
て
高
く
、
自
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
だ
け
で
な
く
、
他
社
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
も
定
着
率
が
高
い
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
表
4
（
8
）

）。
米
国
の
よ
う
に
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
い
わ
ば
就
職
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
実
習
経
験
者
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
が

高
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
光
業
界
で
も
実
習
経
験
者
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
が
高
い
の
で

あ
れ
ば
、
就
職
先
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
有
効
と
な
ろ
う
。

⑶　

観
光
実
習
経
験
者
の
採
用
後
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
け
る
顕
著
な
日
米
格
差

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
採
用
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
著
し
い
格
差
が
み
ら
れ
る
。

観
光
実
習
生
の
採
用
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
企
業
評
価
が
、「
か
な
り
優
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
の
は
、

米
国
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
観
光
実
習
経
験
者
で
五
〇
％
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
ゼ
ロ
で
あ
る
（
図
6
）。

こ
れ
は
、
日
米
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
求
め
る
能
力
の
差
異
の
反
映
で
も
あ
る
（
後
述
3
│
3
⑶
参
照
）。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
に
求
め
る
日
米
の
能
力
差
は
、
実
習
生
の
①
実
習
目
的
に
つ
い
て
の
認
識
・
覚

醒
、
②
実
習
効
果
の
認
識
度
合
い
に
よ
る
自
己
効
力
感
の
向
上
度
な
ど
の
差
と
な
り
、
③
以
後
の
人
生
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
力
の
格
差
と
な
っ
て
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経

営
力
の
修
得
度
に
お
い
て
、
米
国
の
長
期
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
は
わ
が
国
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
型

短
期
観
光
実
習
経
験
者
よ
り
も
格
段
に
高
い
の
で
、
彼
ら
は
就
職
活
動
や
観
光
企
業
に
お
い
て
、「
や
れ
ば

表－ 4　米国における入社 5年後の定着率

自社のインターンシップ経験者 63.5％

他社のインターンシップ経験者 63.8％

インターンシップ未経験者 57.2％

（出所） 　資料：経済産業省・エティック「産学連携によるインターンシップの

あり方に関する調査報告書」平成25年
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
四
七
）

で
き
る
」
と
い
う
強
い
自
信
を
有
し
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
太
田
（
二
〇
一
二
）
が
既
に
お
お
む
ね
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
れ
が
、
結
局
は
米
国
型
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
就
職
後
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
（
図
6
）。

⑷ 　

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
型
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
的
と
す
る
キ
ャ
リ

ア
開
発
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
就
業
体
験
重
視
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
型
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
的
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
に
、
大
き
く
分
類
さ
れ
る
（
9
）

。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
米
国
の
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
で
あ
る
が
、
国
内
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
、
就
業
体
験
重
視
型
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
観
光
産
業
の

就
業
体
験
重
視
型
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
業
務
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

進
路
を
明
確
化
し
、
働
く
意
義
を
意
識
し
、
企
業
業
務
を
部
分
的
に
体
験
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
就
職
後
の
適
応
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
未
経
験
者
に
く
ら
べ
れ
ば
、
実
習
に
よ
り
情
報
収
集
し

て
進
路
決
定
す
る
の
で
、
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
は
高
く
な
る
は
ず
で
あ
り
、
間

図－ 6　ホテルインターン生の採用後のパフォーマンス（％）
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接
的
に
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
よ
う
。

一
方
、
米
国
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
は
、
就
職
直
結
度
が
高
く
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
企
業
に
就
職
し
、
そ
の
生
産
性
向
上

に
即
戦
力
と
し
て
貢
献
す
る
。
加
え
て
就
職
後
も
経
験
者
は
未

経
験
者
比
、
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
が
高
く
、
他
の
条
件
が
等
し
け

れ
ば
生
産
性
向
上
に
よ
り
寄
与
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
産
業
へ

の
生
産
性
向
上
へ
の
貢
献
度
は
他
の
条
件
を
同
一
と
仮
定
す
れ

ば
、
米
国
型
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
の
方
が
、
わ
が
国
の
就
業
体

験
型
に
比
べ
生
産
性
向
上
に
資
す
る
と
い
え
る
（
図
6
参
照
）。

⑸ 　

わ
が
国
観
光
産
業
の
雇
用
環
境
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
は
、
な
ぜ
国
内
観
光
業
界
が
、
短
期
の
就
業
体
験
型
（
ガ

ン
ダ
イ
ン
ス
型
）
を
中
心
に
実
施
し
、
米
欧
で
実
施
さ
れ
て
い

る
長
期
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に

導
入
し
な
い
の
か
。

背
景
に
あ
る
の
は
、
第
一
に
は
新
卒
一
括
採
用
、
定
期
昇
給
、

図－ 7　新卒採用のタイプ別国際比較モデル

一
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
四
九
）

終
身
雇
用
と
い
う
日
本
型
雇
用
環
境
で
あ
る
。

新
卒
一
括
採
用
シ
ス
テ
ム
下
で
の
、
近
年
に
お
け
る
大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
社
会
化
の
進
行
に
よ
り
、
多
数
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
か
ら
の
選
抜
採
用
は
、
観
光
企
業
に
も
同
様
の
採
用
シ
ス
テ
ム
を
強
制
す
る
。
仮
に
、
コ
ス
ト
と
時
間
の
か
か
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
経
験
者
に
し
ぼ
っ
た
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、
企
業
に
お
け
る
指
導
者
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
不
足
な
ど
か
ら
普
及
し

て
い
な
い
わ
が
国
で
は
、
十
分
な
応
募
者
が
集
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

大
企
業
は
、
厖
大
な
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
よ
る
応
募
者
の
中
か
ら
、
逆
選
択
の
弊
害
を
防
ぎ
優
秀
な
人
材
を
採
用
す
る
た
め
に
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
校
制
度
や
Ｓ
Ｐ
Ｉ
な
ど
に
よ
り
し
ぼ
り
こ
み
、
面
接
で
選
考
す
る
方
法
を
と
る
。
観
光
企
業
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重

要
性
は
一
部
で
は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
新
卒
一
括
採

用
シ
ス
テ
ム
の
中
で
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
な
ど
筆
記
、
面
接
に
よ
り
、
採
用
す
る
。
そ
れ
は
、
潜
在
力
重
視
、
ブ
ラ
ン
ド
重
視
、

面
接
重
視
の
選
抜
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
逆
選
択
回
避
を
意
図
し
た
「
欠
点
の
少
な
い
学
力
優
秀
な
」
人
材
を
採
用
す
る
方
式
が
、
顕
在

力
重
視
、
実
習
重
視
で
選
抜
し
、
人
材
採
用
を
実
施
す
る
米
国
型
募
集
方
式
に
比
較
し
て
、
効
率
的
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

観
光
産
業
で
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
お
も
て
な
し
が
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
顧
客
に
対
し
満
足
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
型
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
な
ど
に
よ
り
ホ
テ
ル
業
務
を
実
際
に
遂
行
し
た
際
、
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し

た
人
材
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
績
を
評
価
し
て
、
選
抜
・
採
用
す
る
米
国
型
人
材
採
用
方
式
は
、
ホ
テ
ル
経
営

に
と
っ
て
極
め
て
効
率
的
で
あ
り
、
国
際
競
争
上
優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
教
育
形
態
で
あ
り
、
文
系
学
部
で
は
、
教
育
機
関
、
企
業
双
方
に
、
キ
ャ
リ

一
九
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五
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ア
開
発
型
と
し
て
定
着
し
な
い
ま
ま
、
多
く
の
場
合
、
形
式
的
な
就
業
体
験
型
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
就
業
体
験
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
就
職
先
の
業
務
内
容
の
認
識
度
向
上
を
通
し
て
、
進
路
の
明
確
化
を
も
た
ら
し
、
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
の
向
上
、
離

職
率
の
低
下
に
寄
与
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
就
職
に
直
結
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環
と
し
て
作
用
す
る
米

国
型
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。

第
三
に
は
、
㈳
日
本
経
団
連
な
ど
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、「
選
考
活
動
と
は
一
切
関
係
の
な
い
就
業
体
験
を
伴
う
五
日
間
以
上

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
観
光
企
業
が
採
用
試
験
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る

こ
と
は
、
事
実
上
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
（
10
）

。

と
こ
ろ
で
、
厚
生
労
働
省
「
新
規
学
卒
者
の
離
職
状
況
に
関
す
る
資
料
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
宿
泊
業
、
飲
食
業
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け

る
大
卒
三
年
目
の
離
職
率
は
五
七
％
と
産
業
中
ト
ッ
プ
の
高
さ
で
あ
る
（
11
）

。
こ
れ
は
、
日
本
型
の
新
規
一
括
採
用
シ
ス
テ
ム
が
観
光
産
業

に
、
効
率
的
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
現
在
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、
採
用
時
の
最
重
要
な
考
慮
条
件
と
な
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
観
光
産
業
が
導
入
す
る
こ
と
は
、
国
際
競
争
力
維
持
の
観
点
か
ら
、
喫
緊
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
採
用
時
の
重
要
な
考
慮
条
件
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
わ
が
国
観
光
企

業
の
ポ
リ
シ
ー
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
さ
い
、
青
田
買
い
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
観
光
企
業
の
採
用
開
始
時
期
な

ど
に
歯
止
め
を
か
け
て
お
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

二
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
五
一
）

3
│
3
．
仮
説
三 　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
総
合
職
志
望
の
文
系
学
生
に
よ
る
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
就
業
体
験
に
比
べ
て
、
接
客
現

場
的
な
色
彩
が
濃
い
の
で
、
就
職
後
の
即
戦
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
長
期
・
必
修
型
実
習
が
必
然
と
さ
れ

る
と
す
る
仮
説
の
検
証

第
三
の
仮
説
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
文
系
学
生
に
よ
る
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
お
け
る
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
就
業
体
験
型
に
比
べ
て
、

専
門
性
や
現
場
対
応
能
力
が
強
く
要
求
さ
れ
る
の
で
、
必
修
・
か
つ
長
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑴　

観
光
学
科
の
実
習
重
視
と
そ
の
理
由

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
の
差
異
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は

二
〇
〇
五
年
、
崔
・
金
・
林
の
立
教
大
学
生
を
対
象
と
す
る
「
観
光
専
攻
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
認
識
に
関
す
る
研
究
」
が
ま
ず
あ

げ
ら
れ
る
（
崔
・
金
・
林
、
二
〇
〇
五
（
12
）

）。
同
研
究
で
は
、
観
光
経
営
学
科
や
国
際
観
光
学
科
が
そ
の
他
の
学
科
よ
り
業
界
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

に
期
待
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
期
待
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
い
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
は
、
文
系
学
生
に
よ
る
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
型
に
比
べ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

の
期
待
度
が
高
く
、
基
礎
的
・
専
門
的
知
識
を
修
得
で
き
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
（
崔
・
金
・
林
、
二
〇
〇
五
）。

こ
う
し
た
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
が
、
一
般
文
系
学
科
生
に
く
ら
べ
、
現
場
実
習
効
果
の
高
さ
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
観

光
系
学
部
・
学
科
の
実
践
、
就
業
体
験
重
視
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
わ
が
国
で
は
観
光
系
の
学
部
・
学
科
を
有
す
る
各
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
組
み
込
む
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
観
光
教
育
に
お
け
る
重
要
性
を
あ
る
程
度
認
識
し
て
い
る
結
果
と
い
わ
れ
る
。

二
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
五
二
）

中
村
（
二
〇
〇
九
）
に
よ
れ
ば
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
観
光
企
画
課
（
二
〇
〇
五
）
は
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に
開
設
さ
れ
た
「
観
光
」

の
名
の
付
く
学
部
・
学
科
を
も
つ
一
九
大
学
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
一
七
大
学
す
べ
て
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
て
お
り
、
実
施
主
体
は
「
観
光
関
連
学
部
・
学
科
が
単
独
で
実
施
」
し
て
い
る
の
が
六
大
学
、「
観
光
関
連
学
科
を
含
む
学

部
」
が
実
施
し
て
い
る
の
が
三
大
学
、「
大
学
全
体
」
で
実
施
が
一
一
大
学
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
（
重
複
含
む
（
13
）

）。

そ
の
う
ち
、
七
大
学
に
お
い
て
は
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
事
前
・
事
後
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
（
中
村
、
二
〇
〇
九
）。

観
光
従
事
者
で
あ
る
ホ
テ
ル
の
従
業
員
は
、
エ
ア
ラ
イ
ン
の
Ｃ
Ａ
（
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
や
地
上
接
客
勤
務
者
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ス

タ
ッ
フ
）、
旅
行
業
従
事
者
な
ど
と
共
に
共
通
し
て
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
観
光
業
務
は
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
等
の
修
得
と
い
う
、
座
学
で
は
教
え
難
い
専
門
的
教
育
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
分
野
で
あ
り
、

受
入
れ
企
業
が
、
現
場
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
教
育
効
果
を
高
め
ら
れ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
米
国
で
一
般
メ
ー
カ
ー
等
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
選
択
科
目
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
観
光
系
学
部

で
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
が
必
修
科
目
と
さ
れ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

⑵　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
要
請
す
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
長
期
実
習

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
に
よ
れ
ば
、
米
国
大
学
の
観
光
系
学
部
で
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
お
お
む
ね
四
〇
〇
時
間
〜

一
〇
〇
〇
時
間
を
必
修
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ま
さ
に
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
知
識
・
技
術
を
修
得

す
る
う
え
で
必
須
事
項
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
過
程
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
村
田
・
杉
田
・
長
岡
二
〇
一
一
、

太
田
、
二
〇
一
二
（
14
）

）。
ま
た
、
本
研
究
の
研
究
分
担
者
千
葉
（
注
3
③
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
ホ
テ
ル
の
実
習
期
間
は
三
〜
六
か
月

二
二



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
五
三
）

で
、
観
光
系
大
学
や
観
光
系
学
部
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
必
修
で
あ
る
。

次
に
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
日
本
の
ホ
テ
ル
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
米
国
の
大
学
観
光
系
学
部
で
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
実
習
期
間
を
考
察
す
る
（
図
1
参
照
）。

わ
が
国
ホ
テ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
は
一
か
月
未
満
が
五
三
％
、
一

か
月
以
上
が
四
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
か
月
以
上
が
五
割
近
く
あ
り
、
一
般

ビ
ジ
ネ
ス
就
業
体
験
の
実
習
期
間
に
比
べ
れ
ば
長
期
で
あ
る
。
一
方
、
米
国
の

ホ
テ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
を
み
る
と
、
実
習
期
間
一
か
月
以
上
三
か

月
が
主
で
、
一
か
月
以
上
の
長
期
は
七
四
％
に
達
し
て
お
り
、
米
国
の
大
学
観

光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
期
間
が
四
〇
〇
時
間
〜
一
〇
〇
〇
時
間

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
米
国
で
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

長
期
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
と
な
っ
て
い
る
。

⑶ 　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
に
求
め
る
能
力
差
が
も
た
ら
す
自
己
効
力

感
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
力
格
差

米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
に
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
経
営
力
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
専
門
的
能
力
、
ホ

図－ 8　観光インターンシップ生に求める能力（％）　複数回答

（注）　日本は実習生の実習前の能力、米国は実習生。

二
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ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
イ
ン
ド
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
要
請
さ
れ
る
能
力
だ
か
ら
で
あ
る

（
図
8
）。

一
方
、
本
邦
で
は
、
積
極
性
が
最
も
重
視
さ
れ
、
次
い
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
米
国
で
大
学
の
観
光
系
学
部
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
能
力
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
内
大
学
の

観
光
系
学
部
が
接
遇
重
視
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。

⑷　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
に
求
め
る
能
力
の
差
を
生
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
差
異

観
光
業
務
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
共
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
能
力
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
、
図
8
で
見
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
光
庁
が
、
講
座
数
全
体
に
占
め
る
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
科
目
の
比
率
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ー
ネ
ル
大
学

（
必
修
科
目
）
の
場
合
に
は
六
六
・
七
％
に
達
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
内
Ａ
大
学
で
は
一
三
・
七
％
、
国
内
Ｂ
大
学
で
は
二
二
・
三
％
と
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
15
）

。
国
内
大
学
の
接
遇
偏
重
、
料
飲
サ
ー
ビ
ス
学
偏
重
は
、
経
営
感
覚
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
基
礎
を
習
得
で
き
て
い
な
い
人
材
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
内
観
光
学
部
の
供
給
す
る
人
材
と
観
光
業
界
の
求
め
る
人
材

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
に
よ
り
、
や
が
て
し
だ
い
に
明
瞭
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4
．
お
わ
り
に

4
│
1
．
研
究
方
法
な
ど
の
課
題

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
度
の
判
定
基
準
と
し
て
の
就
職
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
実
績
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
デ
ー
タ
件

二
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
五
五
）

数
が
見
い
だ
せ
な
い
た
め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
次
に
、
米
国
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
生
産
性
向
上
率
が

わ
が
国
就
業
体
験
型
の
そ
れ
に
対
し
て
優
位
に
あ
る
こ
と
の
検
証
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
デ
ー
タ
の
入
手
難
と
い
う
問
題
が
あ
る

た
め
、
後
日
に
譲
り
た
い
。
ま
た
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
米
国
型
に
接
近
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

4
│
2
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
巡
る
環
境
変
化
の
方
向

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
急
増
、
外
資
系
巨
大
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
急
テ
ン
ポ
で
の
本
邦
進
出
と
い
う
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
わ

が
国
観
光
業
界
を
巡
る
環
境
変
化
は
、
大
学
の
観
光
系
学
部
、
観
光
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
識
を
、
欧
米
型
へ
と
シ
フ

ト
さ
せ
る
よ
う
に
作
用
し
よ
う
。

実
際
、
わ
が
国
の
ホ
テ
ル
の
二
八
％
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
理
由
（
複
数
回
答
可
）
に
、「
良
い
人
材
の
採
用

に
有
利
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
米
国
の
五
九
％
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
良
質
な
人
材
採
用
の
手
段

と
す
る
考
え
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
は
、
国
内
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
に
誘
導
す
る
よ
う
に
作
用
し
よ
う
。

4
│
3
．
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題

観
光
企
業
か
ら
見
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
三
年
）
に
お

い
て
記
述
式
回
答
を
得
た
。
そ
れ
を
次
に
述
べ
る
。

二
五
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経
研
究　

第
五
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
五
六
）

⑴　

観
光
企
業
に
と
っ
て
の
課
題
と
対
応
策

観
光
企
業
に
と
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
我
が
国
ホ
テ
ル
の
記
述
回
答
の
合
計
件
数

二
二
件
中
一
五
件
が
、「
従
業
員
不
足
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
実
習
指
導
者
の
不
足
で

あ
り
、
そ
れ
が
企
業
側
に
と
っ
て
最
大
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
い

る
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
企
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
人
材
発
掘
、
人
材

育
成
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環
と
位
置
づ
け
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長

期
的
な
生
産
性
上
昇
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
も
た
ら
す
要
因
に
な
り
う
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
取
り
組
む
よ
う
提
案
し
た
い
。

ま
た
、「
三
か
月
以
上
と
い
う
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
合
致
し
な
い
場
合
、

学
生
、
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
記
述
が
四
件
あ
っ

た
。
結
局
、
長
期
実
習
は
、
実
習
生
を
企
業
の
人
材
育
成
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環

と
し
て
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
、
実
習
生
の
採
用
率
を
あ
げ
る
取
り
組
み

を
可
能
に
し
、
企
業
、
学
生
、
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
基
本
的
条

件
で
あ
る
こ
と
を
企
業
は
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

⑵　

観
光
業
界
の
要
望
す
る
大
学
教
育
の
課
題

わ
が
国
観
光
業
界
が
観
光
系
学
部
に
要
請
す
る
大
学
教
育
の
課
題
と
し
て
あ
げ
る

図－ 9　ホテルにおいて実習経験者を優先採用する理由（％）　複数回答

二
六



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
五
七
）

の
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、「
語
学
力
（
英
語
）」
が
三
割
強
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
社
会
人
基
礎
力
」
が
三
割
程
度
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と
就
業
力
の
向
上
を
大
学
に
強
く
要
請
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
学
観

光
学
部
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
大
学
も
英
語
教
育
の
充
実
、
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
へ
の
積
極
的
取
組
み
な
ど
の
対
応
を
急
い
で
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
、
観
光
企
業
の
実
習
重
視
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
大
学
教
育
に
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
の
必

修
化
な
ど
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
整
備
が
問
わ
れ
て
い
る
と
受
け
止
め
る
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
実
際

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
担
当
教
職
員
の
意
識
は
、
長
期
志
向
、
さ
ら
に
海
外
志
向
へ
と
近
年
、
明
確
に
傾
斜
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ン
推
進
の
た
め
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
制
の
未
整
備
な
ど
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
シ
ス
テ
ム
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
貫
と
し
て
有
機
的
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
遅
々
と
し
た
歩
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
一
部
の
担
当
教
員
に
任
せ
て
し
ま
う
た
め
、
学
部
学
科
内
の
実
習
の
位
置
づ
け
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
の
関

連
も
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
米
国
の
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
ネ
バ
ダ
大
学
な
ど
い
ず
れ
も
ス
タ
ッ
フ

中
心
の
強
力
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
チ
ー
ム
を
擁
す
る
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が

学
部
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
斡
旋
・
仲
介
、
実
習
前
の
事
前
教
育
、
実
習
中
の
学
内
ネ
ッ
ト
に
よ
る
管
理
な
ど

を
組
織
的
に
実
践
し
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
、
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
実
習
に
つ
い
て
、
一
部
の
実
習
担
当
教
員
に
依
存
す
る
場

合
も
あ
る
が
多
く
は
、
独
自
に
計
画
し
実
践
し
て
い
る
。

米
国
の
大
学
卒
は
、
観
光
企
業
（
ホ
テ
ル
）
で
は
、
す
ぐ
に
ノ
ル
マ
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
を
処
理
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
、
な
ら
び
に
卒
業
ま
で
に
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
奥
谷
、
二
〇
一
三
（
16
）

）。
そ
れ
は
、
イ
ン

二
七
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タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
座
学
の
経
営
学
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
と
と
も
に
、
接
客
現
場
能
力
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
会
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
、
主
導
的
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
展
開
し
て
い
る
。

4
│
4 

．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
モ
デ
ル
構
築
に
関
す
る
提
案
│
米
国
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
制
度
導
入
に

よ
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

以
上
を
総
括
し
次
の
よ
う
に
提
案
す
る
。

ホ
テ
ル
な
ど
観
光
企
業
の
施
設
の
近
代
化
・
設
備
投
資
拡
大
競
争
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
当
然
に
人
材
育
成
を
ふ
く
め
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
要
請
す
る
。
そ
れ
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
米
欧
型
へ
の
接
近
で
あ
り
、
米
欧
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
へ
の
緩
や
か
な
シ
フ
ト
で
あ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
採
用
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
述
の
通
り
、
米
国
で
は
「
か
な
り
す
ぐ
れ
て
い
る
」
が

五
〇
％
に
も
達
し
て
い
る
の
に
、
わ
が
国
で
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
（
図
6
参
照
）。
こ
れ
は
、
米
国
の
①
大
学
観
光
系
学
部
の
キ
ャ
リ
ア

開
発
型
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
と
、
②
観
光
企
業
が
実
習
重
視
の
採
用
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
観

光
企
業
や
観
光
系
学
部
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

し
か
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
観
光
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
習
得
し
、
長
期
の
キ
ャ
リ

ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
で
磨
き
上
げ
ら
れ
た
卒
業
生
が
、
他
の
条
件
を
同
一
と
す
れ
ば
、
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
す
の
は
当
然
と
い

え
よ
う
。
そ
の
結
果
は
、
観
光
企
業
の
付
加
価
値
生
産
性
の
格
差
を
通
し
て
、
国
際
競
争
力
の
格
差
に
現
れ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
八



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
五
九
）

外
資
系
ホ
テ
ル
の
対
日
投
資
増
加
、
競
争
力
確
保
の
観
点
か
ら
促
進
さ
れ
る
ホ
テ
ル
業
界
に
お
け
る
転
職
な
ど
に
よ
り
、
観
光
業
界
の

雇
用
は
、
急
速
に
流
動
化
す
る
方
向
に
あ
る
。
本
邦
観
光
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
大
潮
流
の
中
で
、
潜
在
能
力
重
視
、
ブ
ラ
ン
ド
重

視
の
現
行
採
用
方
式
に
、
即
戦
力
重
視
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
重
視
の
米
国
型
採
用
方
式
な
ど
を
採
り
こ
ん
だ
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
わ
が
国
観
光
企
業
・
観
光
系
学
科
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
能
力
向
上
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
産

業
の
競
争
力
強
化
の
た
め
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
一
層
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
観
光
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
教
育
の
一
環
と
し
て
、
観
光
分
野
の
即
戦
力
養
成
の
一
翼
を
担
い
う
る
よ
う
な
長
期
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
と
し
て
組
込
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
を
提
案
す
る
。
そ
の
狙

い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
、
専
門
職
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
重
視
の
長
期
実
習
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
は
、
一
年
次
に
一
〜
三
日
程
度
の
観
光
企

業
で
の
必
修
・
短
期
の
職
場
体
験
を
必
修
と
し
、
二
年
〜
三
年
次
に
四
週
間
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
内
外
で
必

修
科
目
と
し
て
実
施
、
二
〜
四
年
次
に
二
週
間
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
内
外
で
選
択
科
目
と
し
て
実
施
す
る
構

成
で
あ
る
。
ま
た
、
原
（
二
〇
〇
八
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
ホ
テ
ル
の
人
事
管
理
・
会
計
／
財
務
管

理
・
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
に
強
い
人
材
を
育
成
す
る
体
系
に
す
る
こ
と
で
あ
る
（
17
）

。

こ
れ
を
実
施
推
進
す
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
専
門
家
に
よ
る
米
国
型
の
強
力
な
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
導
入
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
専
門
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
観
光
企
業
と
協
働

開
発
、
調
整
、
推
進
し
、
も
っ
て
大
学
と
企
業
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
遂
行
能
力
を
高
め
、
日
本
観
光
企
業
の
人
材

開
発
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
制
度
を
創
設
、
推
進
す
る
に
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
制
度
化
が
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

二
九



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
六
〇
）

大
学
観
光
系
学
部
が
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
発
し
、
企
業
の
賛
同
を
得
て
長
期
・
推
進
す
る
こ
と
が
、

観
光
企
業
へ
の
有
能
な
人
材
投
入
と
な
り
、
国
内
観
光
業
の
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。
強
力
な
米
国
型
イ
ン
タ
ー
ン
・
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
制
度
導
入
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
米
国
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
転
換
は
、
観
光
企
業
へ
の
支
援
と
な
り
、
観
光
志
望
人

材
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
促
進
し
、
そ
れ
は
、
教
育
機
関
へ
の
評
価
に
還
元
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
学
生
に
は
長
期
・
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
旅
費
な
ど
の
一
部
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
資
金
の
融
資
や
助
成
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
の
壁
と
な
っ
て
い
る
ビ

ザ
取
得
な
ど
の
支
援
機
関
の
設
置
も
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
教
育
機
関
側
、
企
業
双
方
が
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の

認
識
に
つ
い
て
転
換
し
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
指
導
体
制
強
化
を
実
行
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

【
謝
辞
】

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号23531021

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

【
注
】

（
1
） 

プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
Ｈ
Ｒ
Ｓ
株
式
会
社
に
よ
れ
ば
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
（career developm

ent

）
と
は
、
個
人
が
主
体

的
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
捉
え
、
ス
キ
ル
と
知
識
を
習
得
し
、
仕
事
を
通
じ
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
は
会
社
主
導
で
作
ら
れ
た
が
、
今
後
は
個
人
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
二
〇
世
紀
に
お
い
て
、

日
本
企
業
で
は
終
身
雇
用
制
の
も
と
、
従
業
員
は
ひ
と
つ
の
会
社
で
一
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
終
え
る
の
が
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
昨
今
の

経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
意
識
も
大
き
く
変
化
し
、
個
人
が
自
分
自
身
で
キ
ャ
リ
ア
に
責
任
を
持
ち
、
キ
ャ
リ
ア
を

積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
い
う
概
念
で
あ
る
。」
出
所
：exB

uzzw
ords, http://

三
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
六
一
）

w
w
w
.exbuzzw

ords.com
/static/keyw

ord_3420.htm
l

、
二
〇
一
三
年
一
一
月
五
日
。

な
お
、
筆
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
度
を
判
定
す
る
基
準
と
し
て
、
定
性
的
に
判
断
し
た
そ
の
自
己
実
現
へ
の
貢
献
度
を
使

用
し
た
。
ま
た
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
効
果
」
を
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
」
と
同
義
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

（
2
） 
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号23531021

、「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
及
ぼ
す
効
果
」、
本
研
究
は
、
研
究
代
表
者
：
太
田

和
男
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
那
須
幸
雄
（
文
教
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
千
葉
隆
一
（
文
京
学
院
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
渡
辺
昇

（
武
蔵
野
学
院
大
学
）
の
共
同
研
究
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
研
究
期
間
は
平
成
二
三
年
度
〜
二
五
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
〜
二
〇
一
三
年
度
）。

（
3
） 

①
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
、
二
〇
一
二
年

八
月
ハ
ワ
イ
大
学
、
二
〇
一
三
年
ネ
バ
ダ
大
学
の
各
観
光
系
学
部
を
訪
問
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
教
職
員
、
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
千

葉
隆
一
は
二
〇
一
三
年
九
月
に
英
国
・
ド
イ
ツ
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。（
ち
な
み
に
、
米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
訪
問
大
学

の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①U

niversity of C
entral F

lorida, R
osen C

ollege of H
ospitality M

anagem
ent.

②C
ornell U

niversity, 

S
chool of H

otel A
dm
inistration.

③U
niversity of H

ouston, C
onrad N

. H
ilton C

ollege of H
otel and R

estaurant M
anagem

ent.

④

U
niversity of H

aw
aii M

anoa, S
chool of T

ravel Indsutry M
anagem

ent.

⑤U
niversity of N

evada, L
as V

egas, W
illiam

 F
. H
arrah 

C
ollege of H

otel A
dm
inistration.

ま
た
、
米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
訪
問
先
の
ホ
テ
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①T

he C
osm
opolitan of L

as V
egas.

②D
ouble T

ree by 

H
ilton.

③H
ilton A

naheim
.

）

②
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
日
本
の
ホ
テ
ル
三
〇
五
件
、
米
国
ホ
テ
ル
二
七
七
件
に
対
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
回
答
は
日
本
四
九
件
、
米
国
二
〇
件
で
あ
っ
た
。

③
千
葉
隆
一
は
、
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ド
イ
ツ
の
①B

est S
abel H

ochschule B
erlin

私
立
を
含
む
五
大
学
、

A
dron B

erlin

を
含
む
一
〇
ホ
テ
ル
、
英
国
の
二
ホ
テ
ル
、
英
独
の
二
航
空
会
社
、
英
独
の
三
旅
行
社
に
実
施
し
た
。

（
4
） 

①
太
田
和
男
（
二
〇
一
二
）「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
│
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
課
程
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
必

要
か
│
」、
帝
京
平
成
大
学
紀
要
第
二
三
巻
第
二
号
、
帝
京
平
成
大
学
、
四
四
五
│
四
五
四
頁
。

三
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
四
六
二
）

②
太
田
和
男
（
二
〇
一
三
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
就
職
」、
帝
京
平
成
大
学
紀
要
第
二
四
巻
第
二
号
、
帝
京
平
成
大
学
、
三
三
五
│

三
四
五
頁
。

（
5
） 
太
田
和
男
・
千
葉
隆
一
・
那
須
幸
雄
（
二
〇
一
三
）「
経
営
サ
イ
ド
か
ら
み
た
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
発
展
の
た
め
の
課
題
と
キ
ャ
リ
ア
開

発
」、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第
一
四
回
大
会
、
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
。

（
6
） 

奥
谷
啓
介
（
二
〇
一
三
）「
奥
谷
啓
介
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」
の
「
私
が
見
た
ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
」
第
三
一
回
『
ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
に

見
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
雇
用
形
態
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ア
メ
リ
カ
の
学
生
の
多
く
は
一
五
歳
く
ら
い
で
、
将
来
の
道
を
決
め
る
。

そ
し
て
、
そ
の
道
に
入
る
た
め
の
大
学
を
選
ん
で
入
学
す
る
。
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
り
た
け
れ
ば
、
ホ
テ
ル
学
科
に
入
っ
て
勉
強
を
す
る
。
だ
か
ら
、

日
本
の
大
学
と
違
い
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
専
門
学
科
が
多
い
。
技
能
者
を
育
成
す
る
の
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
役
割
と
い
え
る
。」http://

applew
orld.com

/gal/concierge/hotel_in_usa/1176061_245078.htm
l

、
二
〇
一
三
年
一
一
月
四
日
。

（
7
） 

平
岡
祥
孝
（
二
〇
一
二
）「
北
海
道
ホ
テ
ル
業
界
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」、
開
発
こ
う
ほ
う
八
六
、
北
海
開
発
協
会
、

二
九
│
三
三
頁
。

（
8
） 

経
済
産
業
省
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
テ
ィ
ッ
ク
・
平
成
二
四
年
度
産
業
経
済
研
究
委
託
事
業
、「
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
あ
り
方
に
関
る
報
告
書
」
平
成
二
五
年
。http://w

w
w
.m
eti.go.jp/policy/kisoryoku/houkokusyo_H

24F
Y
_internship.pdf

、
二
〇
一
三

年
一
一
月
四
日
。

（
9
） 

経
済
産
業
省
・
特
定
非
営
利
法
人
エ
テ
ィ
ッ
ク
、「
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
関
る
報
告
書
」
平
成
二
五
年
三
月
。

（
10
） 

㈳
日
本
経
済
団
体
連
合
会
「
新
卒
者
の
採
用
選
考
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
は
、
我
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
わ
が
国
で
行
わ
れ
る
べ
き
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
本
来
、
学
生
の
職
業
観
涵
養
を
目
的
と
し
た
就
業
体

験
の
機
会
の
提
供
で
あ
り
、
採
用
選
考
活
動
と
は
全
く
関
係
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
称
し
て
は
い
る
も
の

の
、
実
質
的
に
広
報
活
動
と
し
て
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
と
大
差
な
い
も
の
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
ほ
か
、
学
生
側
と
し
て
も
「
参
加
す
る
と
選

考
上
有
利
に
な
る
」、「
参
加
し
な
い
と
差
を
つ
け
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
強
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
早
期
化

是
正
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
、
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

三
二



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
四
六
三
）

そ
こ
で
、【
一
二
月
一
日
】
よ
り
前
に
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
採
用
選
考
活
動
と
は
一
切
関
係
の
な
い
活
動
で
あ
る
と
し
て
整
理
す

る
方
向
で
引
き
続
き
検
討
し
、
な
る
べ
く
早
期
に
結
論
を
得
て
い
く
。」

さ
ら
に
、
㈳
日
本
経
済
団
体
連
合
会
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」
二
〇
一
一
年
三
月
一
五
日
改
定
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
産
学
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
学
生
の
就
業
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
採
用
選
考
活
動
（
広
報
活
動
・
選
考
活
動
）
と
は
一
切
関
係
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
行
う
こ
と
と
す

る
。」http://w

w
w
.keidanren.or.jp/japanese/policy/2011/015.pdf

。

（
11
） 

厚
生
労
働
省
「
新
規
学
卒
者
の
離
職
状
況
に
関
す
る
資
料
」
二
〇
一
三
年
。

（
12
） 

崔
圭

・
金
宜
根
・
林
相
澤
（
二
〇
〇
五
）「
観
光
専
攻
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
認
識
に
関
す
る
研
究
」、
立
教
観
光
学
研
究
紀
要
第
七
号
、

立
教
大
学
、
五
│
一
三
頁
。

（
13
） 

中
村
哲
（
二
〇
〇
九
）「
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連
の
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
状
と
課
題
」『
経
済
文
化
研
究
所
紀
要
』、
千
葉
：

敬
愛
大
学
経
済
文
化
研
究
所
、
一
四
一
│
一
六
八
頁
。

（
14
） 

村
田
弘
美
・
杉
田
万
起
・
長
岡
久
美
子
（
二
〇
一
一
）「
海
外
に
お
け
る
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
│
米
国
・
英
国
の
取
り
組
み
│
」、

W
orka R

eview
 V
ol.6

、
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
、
一
七
八
│
一
八
一
頁
。

（
15
） 

観
光
庁　

観
光
系
人
材
育
成
の
た
め
の
産
学
官
連
携
会
議
「
観
光
系
大
学
の
現
状
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
検
討
会
」
二
〇
一
〇
年
。

（
16
） 

奥
谷
啓
介
（
二
〇
一
三
）「
奥
谷
啓
介
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」http://applew

orld.com
/gal/concierge/hotel_in_usa/1176061_245078.

htm
l

、
二
〇
一
三
年
一
一
月
四
日
。

（
17
） 

原
忠
之
（
二
〇
〇
八
）「
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
方
向
性
検
討
へ
の
議
論
」、
月
刊
ホ
テ
ル
旅
館
四
五
（
三
）（
通
号

五
三
九
）、
柴
田
書
店
、
七
二
│
七
六
頁
。

三
三
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